
欄
蠣
離
遊
仙
窟
有
注
本
残
巷
影
印
・
翻
刻
庸
解
説

山
　
　
崎

誠



凡
　
　
例

一
、
以
下
に
掲
げ
る
の
は
、
次
の
典
籍
の
現
存
部
分
の
全
馬
眞
、
並
び
に
そ
の
翻
刻
で
あ
る
。

鎌
倉
時
代
末
期
鳥
遊
仙
窟
有
注
本
残
巷
（
天
野
山
金
剛
寺
蔵
本
）

一
、
右
頁
の
寓
眞
は
現
存
四
紙
十
六
某
を
順
に
掲
げ
、
原
本
の
丁
付
に
従
い
、
第
一
紙
第
一
某
を
（
4
一
）
、
第
二
紙
第
三
葉
を
（
7
三
）
の

如
く
表
示
し
た
。

一
、
左
頁
は
右
貢
写
県
の
翻
刻
で
あ
る
。
翻
刻
に
普
り
、
可
能
な
限
り
原
本
の
眞
を
損
わ
ざ
る
よ
う
努
め
た
が
、
便
宜
以
下
の
虞
置
を
と
っ
た
。

Ⅲ
翻
字
に
際
し
、
誤
寓
・
異
催
字
の
認
定
に
窮
す
る
の
で
、
漢
字
字
健
は
原
本
通
り
に
模
し
た
。
従
っ
て
誤
寓
・
誤
脱
・
補
入
・
見
せ
消
ち
等

も
原
本
の
餞
裁
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
射
し
、
恨
名
字
闇
は
後
掲
「
所
用
恨
名
字
髄
表
」
に
示
す
も
の
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
全
て
現
行

字
髄
に
統
一
し
た
。

聞
訓
鮎
に
は
、
墨
と
朱
の
別
が
あ
る
。
墨
慣
名
と
ヲ
コ
ト
鮎
は
相
互
に
酎
應
し
、
加
鮎
時
期
も
同
時
と
認
め
ら
れ
る
。
星
鮎
・
鈎
鮎
は
未
、

そ
れ
以
外
の
馨
鮎
・
濁
音
符
・
音
訓
合
符
は
里
器
原
則
が
存
す
る
の
で
、
こ
の
原
則
に
外
れ
る
場
合
に
つ
い
て
の
み
、
翻
字
注
に
於
て
表
示

す
る
こ
と
と
し
た
。

ノ

カ

ホ

ソ

キ

㈲
ヲ
コ
ト
鮎
の
位
置
は
正
確
な
再
現
が
困
難
で
あ
る
の
で
、
普
該
字
の
左
下
傍
に
「
面
＝
子
ま
」
の
如
く
表
わ
し
た
。
同
様
に
脊
振
の
位
置
に

に
つ
い
て
も
、
正
確
を
期
し
難
い
の
で
、
「
荏
0
（
毒
‖
再
0
（
了
の
如
く
表
示
し
た
。

㈲
破
損
や
豪
放
、
ま
た
は
塁
が
紙
よ
り
剥
落
し
た
箇
所
で
は
、
墨
痕
・
残
高
に
よ
っ
て
解
讃
可
能
な
場
合
は
推
讃
し
、
全
く
解
語
不
能
の
場
合

に
は
、
口
に
括
っ
て
表
示
し
た
。
こ
の
場
合
も
、
私
に
文
字
を
推
定
し
た
も
の
は
、
雷
該
文
字
を
口
内
に
損
め
、
そ
の
旨
を
翻
字
注
に
記
し

た
。

㈲
翻
刻
に
よ
っ
て
正
確
に
再
現
し
得
な
い
箇
所
、
表
示
し
難
き
事
柄
、
及
び
私
意
を
翻
字
注
に
記
す
こ
と
と
し
た
。

㈲
所
用
の
傾
名
字
僧
表
、
及
び
ヲ
コ
ト
鮎
国
は
、
次
頁
に
掲
げ
る
通
り
で
あ
る
。

禍
蠣
恕
仙
窟
有
注
本
署
影
印
・
翻
刻
詳
説
凡
例

一
六
三



表体字名仮巷残本注有窟山勘

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

一
六
四

符豊 、／ ワ ‾7 ヤ マ ノ ナ 夕 サ カ ア

轟

く
ト

し
ナ

く

ト
ブ

ト
、ノ
ハ
ーフ

、ノ
ワ 去

ノ
ヤ て ＼、ノ ナメ

一げ サ
ー

ア

テシ ヰ ユ 、－、ヒ ニ チシ キイ

y 漣
1
リ ⊥ ミ

ァ

ー⊥ こ

、朱

ケ’レ
＼

車
l

｝′1
1

トコ レ ム フ ヌ ツ ス ク ウ

1 Ll 山 フ ス ＝
ノ

＼ ろ ふヮノ
、ヮ

云 ヱ レ メ へ 、不 テ セ ケ エ

、入 之
r

し ノ へ 吾 ′丁 せ ケ エ

人 ゴノ ロ ∃ モ ホ 卜ノ ソ コ オ

刀
ノ

ロ う
ブ

Jt
ホ ノ 卜 、ソプ オ



＝
誓
□

五
　
上
声
平
声
増
？
点
▼
上
声
濁
　
壬

一
．

下

、上

ヲ

　

コ

ト

　

ト

　

ハ

ナ
リ

ロ
ヨ
リ

□
●●

反
点

■

入
声
軽
濁□

□
ロ

ヒ
喜
巴
瑚
　
入
声
軽
濁
．

相
蠣
雛
遊
仙
窟
有
注
本
残
巻
影
印
・
翻
刻
洩
解
説



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究



濃
密
郵
相
醇
碧
餐
攣
癖
憲
当

ニ
∴
三
二
「
．
1
二
三
二
l
二
二
∵
㌣
㍉
二
－
．

鴫
舶
番
組
鰭
融
館
範
盤
鯉
笥

登
選
考
泰
擁
呪
甥
威
令
醸
挽

下
＼
！
ハ
ー
フ

三
二
三
㍉
l
一
′
三
二
二
三
子
－

′

一
一
瑠
穿
卵
塊
硯

－
ヽ

解
義
巌
…
短
絡
観
拷
糎

相
蠣
管
仙
窟
有
注
本
残
巻
影
印
・
翻
刻
詳
説



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究



毅
軽
率
妻
て
領
争
和
露
薗
孟
顧
御

．

紬
て
乞
糸
テ
励
磁
患
藍
鮮

財
嚢
癖
鬱
鰭
稔
捕
9
㌔
等
卵
繁
華
）

シ
ハ
ラ
4
′
色

々
碗
耳
胡
草
次

0
′
カ
′
ラ
ス
†
カ
タ

捧
書
魂
フ
を
三方

伊

組
鮨
ハ
勘
鮮

既身魂裏釆徽鮮蒙二と傾奥、んl

弼忽畢

ノ協離乳撃節線見て甲か弊細目

瑚
蠣
管
仙
署
注
本
残
電
影
印
・
翻
刻
詳
説

一
六
九



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究



勲
缶
館
野
紳
磯
路
敢
為
塑
性

」

職
軒
殊
と
乞
緩
急
繹
難
毒
鋤
肯

－

咤
吊
卑
了
解
耳
観
碕
強
喪
貰
て
翫
拗

呈

ッ
、
、
テ
ラ
ス
　
か
ソ
キ
ー
プ
ト
／
ヲ
＼

餐
擦
肇
痛
招
門
寵
露
㌍
成
東

線
上
柊
卜
亘
完
納
蝿
鍼
雛
詔
畢
達
ザ

ア

ヤ

シ

年

l

　

水

力

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ラ

ブ

私

　

マ

カ

か

ろ

ナ

ノ

＼

°

絃
定
転
声
触
ノ
倉
告
敵
は
北
松
武
鑑
許

「

相
蠣
雛
遊
仙
窟
有
注
本
残
等
影
印
・
翻
刻
詳
説
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怠
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究



竹
乾
、
忽
、
、
軋
ナ
傭
痴
轡

ソ

袈
秤
軋
て
甲
滅

ヽ
、
ノ
．
く
一
4
一鱒

璃
ラ

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＼

璧
難
聴
雛
甥
菱
和
乳
蒜
ノ
風
か

二
一
チ
∵
二
二
十
三
三
∴
二
王
∴
－

コ
ト
　
、
ン
ム

、
、
＼
0
′
‖
リ
ー
ノ
′

】
　
ワ
．

セ
け
ノ
し
乙

恕
巌
旗
賜
譜
衷
詣
新
館

盤
妹
蟹
砥
堀
職
域
農
事
難
㌦
豪

一

狛
墓
鰯
緯
管
轄
一
騒
緒
蟹
祈
軋

相
蠣
管
仙
署
注
本
残
電
影
印
・
翻
刻
詳
説



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究



嘲
就
農
賓
雄
蜘
牽
腐
巌
繁
菅

誰
嚇
纏
軋
竜
巻
増
野
表
象
観
ノ
月
ノ
ツ
ノ
ク
ツ

′

腐
ノ
豊
輌
毅
封
一
眼
稗
堰
露
鍵

如
綱
報
鵠
観
鶴
繁
磁
無
籍
咄
芽
廓

今
頃
遠
耳
摩
滅
擬
革
原
音
豊
壌
堵
甘
盈
「

．
、

語
　
．
ノ
し
ー
」
　
‥
ノ
．
ノ
ー
、
／
　
「
　
′
一
ノ
。
．
］
′
「
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
、
l
　
ノ
　
」

∵
二
：
∴
．
．
－
二
㍉
三
㌣
三
十
三
㌣
二
三
二
ニ
「

霧
軋
芸
嚢
繁
亀
現
桓
鐸
堀
田

相
蠣
管
仙
署
注
本
残
電
影
印
・
翻
刻
詳
説



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究



譜
尋
触
耳
博
肇
あ
瑚
テ
掛
皆
撃
亨

、
賃
有
フ
奏
す
患
ト
ル
冬
芸

千
衝
烙
大
齢
プ
ト
丸
升
嵐
で
衆
劫
を
肇
田
老
有
今
廟
烏

養
綾
楓
聾
茹
勢
詭
錨

ク
コ
ト

抗
日

諷
拐
撒
魂
拗

磯
塑
去
「

物
量
こ
衝

島
軋
敗
担
泉
－
亀
吾
一
｛

掘l・
′
午晩
箭
鴎
鮮
魔
鍋
つ
チ
牟
重
暫
一
厘
物
粂

ノ
l
l

患
者
も
プ
レ
ぶ
ネ
オ
軋
－
風
硬
ケ

読

経

轟

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

し

雛
路
線

こ
大
・」・′

ヲ
ハ
．
シ

九
え
え

′い．オ
ッ
か
フ

思

∴
㍉

毛
に
ノ
〔
日
日
丁
ノ

相
蠣
管
仙
窟
有
注
本
残
電
影
印
・
翻
刻
詳
説

一
七
七



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究



志
賀
戯
ン
巌
を
蜜
苛
細
事
印
寓
語
捕
縄
二

組
紙
幣
紘
覿
纏
露
甥
賢
空
謬
覇

↓
ス

鷺
奉
幣
桝
好

一

　

リ

ラ

　

ハ

4

′

ー
卑
巌
綾
毒
、
備
考

プ
ウ
ハ

、
㌣
‥
一
歳

勲
㌻
賓
振
夜
曲
暴
尭
璃
鞄
堪
翫
ド

○
／

箆
碧
誼
魂
粗
描
品
魔
物
痛
嫁
㌘

ァ

ソ

ノ

ク
マ
／
＼

忽
に
遇

、
－
砂
上

ノ

こ
．
二
∴
．
芋
寺
・
／
」
三
二
千
－
∴
「
÷
∴

－
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
ウ
ノ

瑚
蠣
管
仙
署
注
本
残
巻
影
印
・
翻
刻
詳
説

一
七
九



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
譜
　
研
　
究



匪
ち
乳
や
洛
患

鳥
乾
物
宛
日
月
J

㍗
洛

三
二

、
句
忍
譜
磨
彗
ハ
ア
ラ
ス
、
、
＼
軋

「

　

　

　

　

　

　

　

の

ル

当

月

ノ

酌
フ
ォ
郵
和
琴
顛
勤
域
夕
餐
扁
鮒
財
津

差
灘
コ
弔
旗
攣
崩
＝

ナ
サ
ケ
葺
　
　
　
ア
キ
ラ
カ
才

ナ
サ
ヶ
1
丁
も
「
　
　
　
ア
キ
ラ
カ
ナ
ル
ト
1
†

二
ソ
∴
‥
十
し
輿

月
ど
裔
）

－
＼
ノ
く
い
い
扇
動

ネ
タ
マ
ン
カ
不
一
シ
′
7

寮
鬼
量
磨
鼎
粛
H
T
勧
解
烙
大
葬
甚
祖
㌃

み

夕

七

ラ

ヲ

　

　

一

絹
針
緒
舶
雛
禰
調
練
顆

下

相
蠣
雛
遊
仙
窟
有
注
本
署
影
印
・
翻
刻
詳
説
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纏
練
は
掻
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磐
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教
鍔
組
誼
膵
給
啓

舶
躇
官
申
、
教
範
軋
衝

三。・、l
衛
艶
組
へ
碑
品
幼
準

粗
産
経
施
親
塩
璽
翫
幾

り

／

、

ン

一

7

箪
塑
義
毎
芸
軍
菌
葱
手
を
豪

甲
季
畢
物
l
増
車
風
儀
首
句
十
夜
毎
醇
葡
1

電
∋
（
ノ
ヲ

ロ
仙
人
姫
身
嵐
一
（
車
財

相
蠣
管
仙
窟
有
注
本
残
電
影
印
・
翻
刻
詳
説
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餐
稽
軍
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八
三
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＼
穆
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「
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静
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1
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刻
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説
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塊蔑誇巌誼雷管下車

17ハチ／
堵－謝暫恩寵窓簑九隻等竺

シえレ一7

軟
虎
刃
喝
餐
易
賢
モ
ノ

・
卵
塊
軋
鰊
窮
相
知
璧

／

相
蠣
雛
遊
仙
窟
有
注
本
署
影
印
・
翻
刻
詳
説
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究



苑
彗
餐
蚤
晶
涛
七
会
墾
旬
報
ユ
端
午

一
丁
／

拓
凰
娃
嵐
一
頭
嶽
賢
晦
砲
晩
婚
二
軒
敬

ヤ

ノ

＼

4

え
華
薗
欝
鈍
毅
放
軽
易
槻
産
・
余

ヲ

娩
あ
れ
軋
・
塑
像
心
魂
卜
裏
奇
観
を
府
ソ
篭
ト
ヲ

．
し品

事
象
即
解
離
前
雛
㌢
霊
域
当

に

一

み

　

　

　

ヲ

　

　

　

　

　

婆

え

少
玖
三
年
筍
j
埜
再
婚
号
音
香
華
考
素
1
人

瑚
蠣
管
仙
署
注
本
署
影
印
・
翻
刻
詳
説
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究



触
署
鞄
華
都
督
且
教
養
遠
去シ
絶

｝
縛
童
歌
ハ
埠
解
熱
暦
象
釦
一

”把‥．‥一

∋
化
モ
！
カ
ラ

し

タ

マ

キ

ヲ

′

4

テ

／

．
′
手
－
三
っ
豆

′

＼

阜
絶
後
・
触
．
勉
詔
居
て
款
臼
塔
美
深
迩
撃

墜
転
範
本
難
癖
ト
饗
蒙
靭
祭
如
郵
弔

々

レ

　

　

　

八

告

ト

蜃
拭
、
漂
書
等
篭
苧
何
・
錘
髄
粛
勧
漸
準ル

プ
ト
⇒
ノ

患
元

鷹
l
獣
卑
堪
如
祖
リ
悪
判
定
練
れ
＝
二
千
三
／
∴

相
蠣
管
仙
雲
注
本
残
巻
影
印
・
翻
刻
詳
説
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究



卑
ナ
華
親
風
口
琴
動
転
聖
祭
萎
毅
埠

隼
与
本
手
風
勢
風
車
哀
嵐
㍉
直
鼠
戦

敗
現
れ
里
鼠
啄
華
吼
軋
曲
塞
盈
襖
餐

し

′
7
ネ
ノ

鼻
放
下
軍
曹
大
島
娩
＼
画
軋
ノ
人
材
鵬
紆

蓋
蜜
極
軌
範
酢
、
賀
尭
”

準
募
勢
力
見
本
終
一
俄
戴
熱
嵐
動
半

欄
蠣
管
仙
署
注
本
署
影
印
・
翻
刻
詳
説



勧
官
ま

（
〃
下
山
　
）

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

之
行
是
丈
「
恩
し
雷
、
臥
未
「
醸
し
猛
る
・
河
之
行
㌔
直
し
官
品
占
｛
1
与
り
L
守
言
下
の
錦
鼻
も
針

て
丸
管
し
∫
行
呂
正
久
「
壬
し
ぎ
に
泉
の
入
声
鍍
濁
骨
符
あ
り
。
耐
∫
行
軍
事
大
1
葬
L
学
（
雰
頑
）
に
早
戸
の
妃
に
去
声
嵐
あ

り
・
款
占
㌫
。
‘
行
目
音
丈
「
緻
－
観
し
た
席
ド
珂
あ
り
、
争
・
産
臥
し
て
汲
め
ず
・
勘
d
行
呂
ま
え
「
質
入
し
官
、
放
水
「
泉
L

lご
作
る
。
「
名
義
け
レ
1
賓
芸
了
あ
千
夙
ム
行
目
貰
え
泉
質
畝
碕
ド
創
り
て
官
を
失
う
。
翠
り
く
け
「
鳳
」
告
示
。
（
〟
三
）

ハ
V
ノ

之
行
目
、
諾
え
「
・
今
L
官
主
雇
え
1
て
し
わ
り
、
玖
息
か
。
∫
行
目
正
丈
「
現
し
客
席
剖
「
カ
阻
止
ト
そ
し
と
亜
彦
蒜
生
′
皇
折
目
正

ムえ
「
省
一
哀
し
の
原
則
「
ノ
ウ
ケ
監
タ
ニ
」
と
碓
乾
す
。
臍
㍗
0
行
互
止
え
「
痺
し
宇
摩
列
「
タ
ノ
甲
と
列
・
せ
ら
れ
る
・
（
4

三
）
′
行
甲
迂
え
1
奄
」
口
声
息
か
、
不
審
・
差
せ
え
え
「
欺
L
雪
原
訓
1
コ
ハ
し
け
飲
刺
か
、
不
牽
∫
行
目
ま
え
1
千

か
し
官
、
臥
木
1
余
し
仁
経
ろ
・
ム
行
司
落
失
泉
質
及
頑
に
匿
り
嘗
邑
久
ラ
・
苧
り
く
け
「
毅
し
官
が
・
（
タ
脚
）
4
行
目
ま
え

1
碑
－
大
敵
し
穿
け
1
成
し
字
の
款
警
固
4
行
目
貰
え
1
敢
し
字
は
1
宍
し
奪
あ
薮
吏
示
・
∫
行
甲
迂
え
1
親
身
し
軍
凰
軋

「
オ
L
G
咋
ろ
。
ノ
わ
行
甘
違
え
「
□
如
し
l

－
草
創
落
1
て
覚
め
ず
、
丈
蘇
・
l
弓
「
匡
し
ぎ
と
刈
す
。
珂
占
行
書
詫
え
「
且
を
し
ぎ
、

抜
本
1
象
し
ド
咋
る
・
（
7
一
）
！
行
目
軍
人
1
盤
催
し
「
掛
舟
し
官
・
放
水
各
「
凰
施
し
「
妨
坪
L
l

‥
邦
ろ
・
、
J
粁
五
ユ
呈
1

嘩
牟
し
写
、
放
れ
1
峰
平
」
に
締
る
・
1
曝
し
官
の
激
写
か
。
4
行
目
請
え
1
威
画
這
L
H
威
風
l

‥
祖
フ
て
1
壬
し
ぎ
と
・
雅
薇
丑

阿
攻
行
目
1
華
人
田
射
し
官
・
汲
水
火
の
官
を
艦
す
。
土
行
由
「
朗
～
泉
マ
L
留
て
ド
・
汲
本
「
度
し
官
あ
り
d
ム
行
目
諾
え
泉

専
攻
項
目
因
り
官
を
冬
つ
。
草
血
に
よ
っ
て
1
十
し
告
と
プ

リ
ゼ
ら
る
。
（
7
三
！
行
五
ユ
誓
え
「
督
し
零
下
に
、
級
友
「
草
色
し

の
一
石
あ
り
。
耐
！
符
旦
凪
え
「
欺
－
舟
し
け
「
明
し
客
の
款
等
。
Z
舛
台
諾
え
1
欧
鯛
、
乙
し
客
下
、
扱
、
本
1
ム
ー
日
軋
7
留
L

C
て
疋
）

に
作
る
。
牛
行
目
諾
え
1
た
放
し
客
下
に
、
放
水
「
赦
し
官
あ
り
。
上
布
呂
準
え
「
計
者
色
計
や
し
け
「
一
巳
ご
の
款
等
。
ム
行
目



凍
え
1
不
尽
む
不
束
木
方
と
大
手
し
ぎ
、
放
れ
親
の
雷
魚
し
・
珂
‘
行
司
正
史
「
余
し
字
友
磨
珂
「
オ
モ
ヒ
ノ
酢
計
ク
L
と
腐
放

す
二
三
）
品
目
注
丸
「
鬱
忍
ご
懸
念
聾
し
て
汎
の
す
・
群
ら
く
け
「
努
官
か
・
阿
え
行
盲
、
夏
「
現
す
風
し
字
下
・

取
木
1
号
十
壊
し
の
三
官
あ
り
・
甲
二
拝
呈
え
1
え
ー
ロ
し
ま
に
丸
字
刺
暮
す
，
牢
ら
く
け
「
凰
し
ぎ
？
り
ん
。
ム
行
臣
ま
え

1
甘
藍
許
し
の
三
宮
級
を
姐
の
客
放
し
。
痢
ム
符
且
貰
え
「
賓
し
官
ド
雇
え
1
U
L
確
か
ド
許
と
。
（
7
感
こ
！
行
目
ま
え
1
枚

叶
考
し
字
、
級
齢
1
虜
っ
し
ド
作
る
。
J
行
目
ま
久
1
可
許
し
の
あ
密
封
「
4
カ
バ
カ
リ
白
扇
コ
ト
ヲ
L
と
碓
渡
す
。
∫
行
目
患
え

⊥
人

1
壊
し
客
車
癖
刹
象
匪
す
、
「
タ
ヘ
ム
L
と
刺
す
。
（
i
7
〓
！
行
目
這
え
1
囲
え
し
け
親
風
ド
拠
っ
て
汲
む
。
同
！
行
目
「
其
し

客
年
府
ド
軍
寂
あ
4
、
程
り
く
は
「
ノ
L
官
が
。
同
！
行
目
1
泉
ガ
し
の
下
丈
孝
剥
落
「
て
薗
の
す
、
風
水
1
庚
申
オ
錬
放
し
に

作
る
。
之
行
申
ま
え
「
官
L
留
下
・
軋
れ
1
属
し
官
あ
り
。
J
行
且
ま
え
1
月
鴛
臥
し
官
、
乳
か
1
刀
ゑ
度
し
に
咋
る
。
同
三
角

サ
フ
、
ン
子
ノ

自
注
え
「
貴
－
顔
し
の
由
利
不
巌
、
或
い
は
「
ノ
し
の
乳
等
が
。
‘
脅
呂
正
史
「
仙
人
L
宮
下
の
絶
息
l

芋
蔓
夙
‘
行
目
註
丈

1
相
承
代
し
軍
級
か
1
如
し
官
に
作
る
・
画
ム
行
や
苧
久
「
碑
大
し
官
は
、
1
刺
し
客
の
款
写
・
（
雲
）
之
行
員
請
え
1
郎

レ
イ
ハ
写

－
庭
」
の
友
原
則
は
、
「
ラ
ウ
ナ
ス
タ
マ
」
の
乳
罫
か
。
河
三
桁
五
ユ
す
え
「
薗
大
L
官
、
風
水
1
暮
し
官
に
作
る
。
同
ヱ
行
甲
ま

え
1
豊
新
し
は
1
敢
泉
射
し
の
数
寄
。
2
行
軍
沫
丈
1
葛
㌣
し
字
は
1
申
し
官
の
款
各
9
両
i
行
司
「
一
㌢
薗
召
し
常
、
放
水
1

平
温
小
刀
L
G
咋
る
。
4
行
目
注
丈
1
舟
し
宮
上
に
、
汲
水
1
由
向
乙
し
の
三
宮
あ
り
。
国
々
折
目
貰
え
「
果
し
宮
下
寒
剰
落
し

て
扱
わ
ず
、
飲
み
1
蚤
風
し
の
二
宮
に
作
る
・
画
報
行
目
五
え
「
曝
し
・
ぎ
石
痺
ド
軍
務
あ
り
、
牢
り
く
1
エ
ィ
、
三
7
し
と
め
っ

「
も
の
か
。
J
斤
目
弁
え
「
賦
存
炊
P
L
官
、
汲
水
ド
1
賦
序
甲
吹
目
し
ド
咋
う
。
同
寸
打
法
丈
1
軒
暫
し
官
、
風
水
1
曜
也
L

l‥
咋
る
。
釘
g
脅
す
諾
え
「
鼓
し
零
下
、
丸
字
剥
落
－
て
鍵
の
平
版
水
1
作
券
へ
粒
竹
薮
咋
」
の
砂
官
め
り
。
河
子
行
え
官
「
露
」

、
放
軋
「
質
し
、
ト
邦
ろ
。
ム
行
目
諾
え
1
辟
」
零
下
丸
字
ま
だ
耕
す
。
放
本
1
上
細
身
を
乙
し
の
五
官
め
り
。
河
ム
符
す
え
舟
1

欄
蠣
管
仙
窟
有
注
本
残
電
影
印
・
翻
刻
詳
説
】
九
九
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二
〇
〇

艶
L
字
下
え
え
客
薮
す
∵
駄
本
J
貰
え
患
者
夢
身
鼻
し
の
七
宇
あ
り
。
訂
∵
？
斤
1
刺
し
官
の
療
剖
1
国
元
」
と
頭
放
す
。
（
ク
／
（

）
′
行
是
至
芸
剰
落
す
・
苦
く
は
「
途
」
害
、
乞
・
之
行
目
1
象
口
空
軍
凰
本
1
勧
灸
如
し
長
3
・
珂
ヱ
角

自
注
久
末
写
ま
い
滅
す
。
汲
み
1
正
し
ぎ
ド
咋
る
。
J
行
色
ま
え
1
廉
－
鶴
し
呈
上
に
1
度
し
官
芝
唆
す
が
。
‖
隼
行
五
是
丈
「
自

炊
し
字
互
刺
が
・
｛
行
書
違
え
「
翠
し
き
り
「
零
し
官
の
象
史
∴
疎
㍗
エ
リ
官
這
え
「
卑
劫
を
射
し
の
伊
官
、
級
本
「
吟
泉
翠
乙
L

l
‥
作
る
。
ム
行
目
正
文
1
番
し
官
痺
洲
．
1
イ
フ
ハ
し
（
軍
学
）
に
∵
後
車
㍗
1
ト
モ
放
し
へ
氷
草
）
と
蜜
れ
て
い
ろ
。
河
ム
行
甘

正
史
「
轡
、
し
写
あ
傍
訓
1
ク
ア
ヘ
リ
ト
」
は
蘇
教
本
軋
、
不
醇
。
よ
だ
左
傍
ド
草
薮
あ
る
も
剥
落
－
て
渡
れ
ず
。
（
刀
留
）
！
行

目
達
矢
「
東
し
宮
下
仁
1
泉
し
雷
を
酪
す
が
。
乙
行
目
ま
え
泉
写
「
心
し
雪
放
示
1
ロ
」
亨
に
作
る
れ
一
（
虻
二
）
！
行
召
正
文

法

1
夜
R
L
竺
下
の
句
丸
首
密
L
 
J
行
呂
正
、
え
「
渡
し
守
草
席
1
回
足
し
と
利
手
。
∫
行
召
蓬
え
1
掛
藤
、
ぐ
し
ぎ
・
放
れ
1
薗
絶
」

に
咋
る
。
（
誠
＝
こ
！
符
呂
正
文
「
痔
し
宮
下
の
峯
を
瞥
†
7
品
甘
妄
哀
「
媛
那
し
宮
下
、
夙
木
1
已
し
官
あ
り
。
画
王
行
目

五
人
「
八
日
嘱
し
た
應
到
「
ヤ
／
＼
イ
し
落
款
不
嵐
、
不
各
。
（
聖
二
）
3
行
官
立
丈
1
杏
し
字
下
の
軋
丸
紅
孝
。
耐
－
行
宮
風

、
丸
「
凰
L
等
密
封
1
⊇
キ
甚
L
へ
軍
孝
し
の
ふ
了
、
鉄
琴
で
「
L
 
L
（
泉
琴
）
を
す
ね
。
呵
j
行
旦
瓜
丈
1
絶
－
回
し
の
訓
か
顔

け
来
車
言
丁
墜
覧
岩
泉
二
㌻
亘
旦
昔
1
人
た
し
の
在
席
射
1
ノ
七
つ
し
け
教
訓
が
、
不
患
、
（
淑
蒜
）
∫
行
甘
芸
文
「
象

陶
此
し
の
三
宮
、
放
れ
政
の
官
欺
し
。
ム
行
色
正
久
「
凰
し
常
在
療
呵
「
、
ン
チ
L
O
泉
筆
り



目
　
　
次

一
、
は
じ
め
に

二
、
本
文
に
つ
い
て

三
、
訓
鮎
に
つ
い
て

四
、
注
文
に
つ
い
て

l
、
は
じ
め
に

弦
に
影
印
・
都
刻
す
る
「
遊
仙
窟
」
の
断
簡
は
、
僅
か
四
紙
十
六
葉
を
留
め
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
有
注
本
の
系
統
の
侍
本
と
し
て
、
最
も
書
寓

年
代
が
古
く
鎌
倉
末
期
頃
の
書
寓
に
係
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
我
が
国
に
は
、
遊
仙
窟
の
古
抄
本
の
侍
わ
る
も
の
も
砂
く
な
い
が
、
古
住
本
の

侍
本
と
し
て
今
日
ま
で
に
知
ら
れ
る
最
曹
峡
は
、
賓
践
女
子
大
草
蔵
山
岸
徳
平
氏
蓄
蔵
南
北
朝
室
町
初
期
寓
本
で
あ
る
こ
と
を
勘
え
る
と
、
本
書

の
有
す
る
償
値
は
甚
だ
大
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
そ
の
貴
重
す
可
き
所
は
、
本
文
・
訓
法
・
古
住
亀
お
の
お
の
の
方
面
に
於
て
認
め

ら
れ
る
。
以
下
に
そ
の
概
要
に
つ
い
て
管
見
を
記
し
、
本
書
の
解
説
に
代
え
た
い
と
思
う
。

こ
の
古
砂
本
は
河
内
長
野
市
に
あ
る
名
刺
天
野
山
金
剛
寺
の
法
蔵
に
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
倖
来
由
緒
等
に
つ
い
て
は
、
何
ら
徹
す
可
き

も
の
が
無
い
。
本
書
の
原
生
は
粘
美
装
で
あ
っ
た
が
、
今
は
糊
剥
落
し
て
、
表
紙
も
映
け
曹
姿
の
窺
う
べ
き
も
の
が
存
し
な
い
こ
と
が
そ
の
二
凶

で
も
あ
る
。
料
紙
は
斐
紙
で
南
面
害
鳥
、
一
面
の
天
地
は
廿
五
・
五
糎
、
左
右
十
六
二
二
糎
。
毎
葉
六
行
の
自
界
が
蓋
さ
れ
、
界
高
は
縦
廿
・
八

糎
、
界
幅
は
二
・
二
糎
前
後
、
従
っ
て
欄
眉
に
飴
白
二
・
五
糎
、
欄
脚
に
二
・
二
糎
を
残
し
て
い
る
。
毎
行
字
数
は
不
等
で
十
四
字
前
後
、
注
文

は
細
字
斐
行
で
記
さ
れ
て
い
る
。
墨
筆
に
よ
る
返
鮎
・
迭
億
苧
音
訓
合
符
壷
鮎
・
翌
日
符
が
施
さ
れ
、
墨
偲
名
に
封
應
し
て
朱
筆
の
星
点

（
稀
に
鈎
点
も
あ
る
）
の
ヲ
コ
ト
鮎
が
認
め
ら
れ
る
（
別
掲
ヲ
コ
ト
嵩
を
参
稽
の
こ
と
）
。
本
文
害
鳥
時
に
相
接
し
て
恐
ら
く
訓
鮎
も
施
さ
れ
た
も
の

と
見
て
は
ぽ
間
違
い
な
か
ろ
う
。
各
紙
の
糊
し
ろ
に
四
、
七
、
三
七
、
三
八
の
丁
付
が
あ
り
、
三
七
丁
と
三
八
丁
は
接
績
す
る
。
紙
質
・
墨
色
・

書
風
（
別
掲
所
用
僧
名
字
体
表
を
参
照
の
こ
と
）
よ
り
し
て
、
鎌
倉
時
代
末
期
寓
本
と
見
撤
さ
れ
る
。

湖
蠣
晋
仙
窟
有
往
本
署
影
印
・
翻
刻
詳
説
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二
〇
二

本
書
の
残
存
せ
る
部
分
は
、
前
記
四
紙
十
六
葉
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
江
戸
前
期
無
刊
記
本
に
擦
っ
て
示
す
な
ら
ば
、
第
四
丁
裏
六
行
目
の
「
人

間
少
匹
」
の
注
文
「
（
京
）
師
境
目
」
よ
り
、
第
六
丁
表
七
行
目
の
「
一
眉
檜
匝
耐
」
の
注
文
「
故
（
不
平
也
）
」
に
至
る
箇
所
（
以
上
第
一
紙
）
、
第

九
丁
裏
七
行
目
「
堪
便
塵
衣
裳
」
よ
り
、
第
十
一
丁
裏
初
行
「
無
事
相
逢
却
交
」
に
至
る
箇
所
（
以
上
第
二
紙
）
、
及
び
五
九
丁
裏
五
行
目
「
斐
烏

乍
失
伴
」
　
の
注
文
　
「
車
騎
密
命
大
史
」
　
よ
り
、
第
六
三
丁
表
初
行
「
在
十
娘
遠
十
（
娘
詠
詩
日
）
」
に
至
る
箇
所
（
以
上
第
三
・
四
紙
）
に
相
嘗
す

る
。
以
上
の
如
く
現
存
部
が
ほ
ば
全
髄
の
一
割
程
度
に
留
る
の
は
残
念
で
あ
る
。

（1）

遊
仙
窟
の
諸
本
に
つ
い
て
は
、
林
望
氏
の
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。
同
氏
の
博
捜
に
擦
れ
ば
、
有
注
本
系
統
の
諸
本
は
、
二
類
十
三
種
が
報
告
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
二
類
の
分
類
規
準
は
便
宜
的
で
検
討
の
飴
地
を
残
す
が
、
有
注
本
の
本
文
は
は
ぽ
陽
明
文
庫
本
に
近
く
、
中
に
そ
の
本
文
が
ま

ま
醍
醐
寺
本
本
文
に
一
致
し
、
本
文
上
の
交
流
の
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
諸
本
を
別
頬
に
立
て
、
二
類
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
類
を
代
表
す
る
侍

本
は
、
各
次
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
。

0
　
慶
應
義
塾
囲
書
館
蔵
九
條
家
蓄
蔵
室
町
末
期
寓
本
（
慶
隻
本
と
簡
稿
）

臼
　
貴
践
女
子
大
撃
滅
山
岸
徳
平
氏
蓄
蔵
南
北
朝
室
町
初
期
寓
本
零
冊

本
書
の
本
文
を
み
る
と
、

。
放
く
臨
窓
（
7
四
3
）
〔
慶
隻
本
「
胡
々
臨
窓
」
（
8
オ
）
に
作
る
〕

。
合
歓
遊
璧
水
（
3
7
四
3
）
〔
慶
斐
本
「
合
勧
遊
壁
水
」
（
4
2
オ
）
に
誤
る
〕

。
留
輿
桂
心
子
等
番
鬼
数
人
（
璽
一
6
）
〔
慶
隻
本
「
留
輿
桂
心
数
人
」
（
4
2
ウ
）
に
作
る
〕

な
ど
の
例
の
如
く
、
H
の
慶
應
義
塾
囲
書
館
本
に
合
致
し
な
い
鮎
が
多
い
が
、
注
文
に
関
し
て
や
や
注
目
せ
ら
る
る
鮎
は
、

シ

ハ

ヲ

カ

シ

テ

ヲ

ク

ツ

　

　

ソ

ム

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ソ

エ

カ

キ

　

ノ

　

　

　

　

　

一

。
鸞
姿
便
　
霧
一
起
〔
梁
何
遜
擬
班
捷
好
詩
日
園
－
扇
如
囲
月
出
自
機
－
中
t
素
量
作
秦
王
女
衰
鸞
こ
開
煙
－
霧
こ
（
3
8
丁
）

と
同
趣
の
隻
注
が
慶
應
義
塾
固
書
館
本
に
も
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。
通
行
の
江
戸
前
期
無
刊
記
本
に
於
て
脆
落
し
て
い
る
こ
の
斐
注
を
有
す
る
鮎

（2）

で
、
南
本
は
共
通
す
る
が
、
本
文
や
訓
鮎
（
今
詳
述
す
る
こ
と
を
省
く
）
に
於
て
一
致
す
る
も
の
が
少
い
こ
と
は
、
或
い
は
も
と
無
注
の
各
別
系
の



鮎
本
に
、
他
系
統
の
有
注
本
か
ら
注
の
み
を
移
録
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
ぬ
。
南
本
の
関
係
に
つ
い
て
は
更
に
精
査
し
、
他
日
充
分
の
紙
幅
を
得

て
報
告
し
た
い
と
考
え
る
。

臼
の
賓
践
女
子
大
草
本
は
、
全
健
の
約
六
分
一
を
存
す
る
零
冊
で
、
し
か
も
そ
の
残
存
部
は
、
江
戸
前
期
無
刊
記
本
に
擦
り
て
示
さ
ば
、
第
州

三
丁
裏
三
行
目
「
箇
動
君
心
」
よ
り
、
終
り
は
四
七
丁
裏
二
行
目
「
昔
時
樹
（
上
）
」
に
至
る
廿
一
葉
で
あ
る
。
従
っ
て
本
書
残
存
部
と
相
互
に
封

校
す
る
こ
と
が
出
来
ぬ
の
は
甚
だ
残
念
で
あ
る
。
こ
の
責
践
女
子
大
撃
本
の
末
丁
に
は
、
次
の
奥
書
の
存
す
る
由
で
あ
る
。

（カ）

寓
本
云
」
本
奥
云
　
正
應
元
年
九
月
十
九
（
以
下
欠
）
」
詭
之
本
舎
弟
周
梨
於
〔
京
郡
〕
（
以
下
欠
）
」
不
党
語
（
以
下
欠
）
」

こ
の
奥
書
に
従
え
ば
、
そ
の
租
本
の
書
寓
は
醍
醐
寺
三
賓
院
蔵
本
・
眞
痛
寺
寮
生
院
蔵
本
・
陽
明
文
庫
蔵
本
の
書
篤
年
代
よ
り
も
牛
世
紀
以
上
も

潮
る
こ
と
に
な
る
。
同
じ
有
注
本
で
し
か
も
害
鳥
年
代
も
ほ
ぼ
こ
の
賓
践
女
子
大
挙
蔵
本
の
組
本
と
相
隔
ら
な
い
も
の
と
推
考
さ
れ
る
本
書
の
出

現
は
、
従
来
本
文
に
つ
い
て
の
研
究
や
訓
講
に
関
す
る
研
究
に
比
し
、
造
か
に
関
心
の
薄
か
っ
た
有
注
本
そ
の
も
の
の
研
究
を
活
奇
に
し
て
行
く

こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
既
述
の
如
く
貰
践
女
子
大
撃
蔵
本
と
本
書
の
残
存
部
に
相
量
る
所
が
存
せ
ぬ
の
は
惜
し
み
て
猶
傲
り
あ
る
こ
と

で
あ
る
。
賓
践
女
子
大
撃
滅
本
の
本
文
は
大
方
陽
明
文
庫
本
に
一
致
し
、
南
本
同
系
本
と
見
倣
さ
れ
る
も
、
恐
ら
く
近
似
の
兄
弟
本
の
如
き
も
の

で
、
ま
ま
無
注
本
系
の
諸
本
と
一
致
す
る
所
も
あ
る
由
で
、
訓
も
陽
明
本
と
極
め
て
親
近
な
る
関
係
が
認
め
ら
れ
、
注
文
に
つ
い
て
は
、
有
注
本

（3）

諸
本
と
本
質
的
な
差
異
は
な
く
、
斯
道
文
庫
威
容
安
書
院
蓉
蔵
本
と
親
線
を
有
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

本
書
と
陽
明
文
庫
本
と
の
本
文
の
親
線
性
も
強
ち
に
否
定
す
べ
き
で
は
な
い
が
、
例
え
ば
、

＼シ

モ

ヘ

ハ

　

　

タ

マ

サ

カ

に

し

　

て

　

　

　

　

　

ほ

　

タ

ヒ

ト

、

マ

リ

シ

テ

0
下
目
官
寓
　
遊
勝
－
境
姦
〓
泊
　
閑
－
亭
l
一
（
7
三
2
）

リ

ヨ

　

　

バ

ク

と

ヤ

ツ

カ

リ

半．〓・
ク

で

す

カ

に

　

　

　

　

　

　

l

C

．

タ

ヒ

に

ト

，

マ

れ

り

ミ

ヤ

ヒ

カ

な

る

ト

コ

ロ

に

．

寓
　
遊
勝
－
境
族
泊
　
閑
－
　
亭
一
（
陽
6
オ
）

タ
ヒ
ヰ
セ
リ

ヨ
ル
モ
ノ
カ
ラ

イ

ネ

ン

　

　

＼

。
好

ヨ
シ

去
若
因
　
　
行
目
　
李
時
復
・
相
過
（
墾
ニ
2
）

イ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

鵜
割
考
墾
ノ
ナ
ヲ
は
行
泰
時
l
復
・
相
－
呵
（
陽
胡
オ
）

謙
嶋
等
仙
窟
有
注
本
残
巻
影
印
・
翻
刻
詳
説
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二
〇
四

の
如
く
、
訓
に
於
て
は
や
や
疎
線
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
恐
ら
く
賓
践
女
子
大
撃
蔵
本
ほ
ど
に
は
陽
明
文
庫
本
と
の
類
似
性
は
認
め
ら

れ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
る
。

本
書
と
現
存
二
種
の
有
往
古
抄
本
と
の
親
疎
は
、
ほ
ぼ
上
述
の
如
く
で
、
南
本
と
の
関
連
は
薄
い
と
言
え
よ
う
。
就
中
、
他
の
有
注
本
系
諸
本

に
共
通
す
る
性
格
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
陽
明
文
庫
本
と
の
親
線
を
本
書
に
於
て
積
極
的
に
謹
し
得
ぬ
鮎
は
、
本
書
が
有
注
本
系
諸
本
の
中
に
あ
っ

て
、
極
め
て
特
異
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
以
下
に
先
ず
そ
の
本
文
か
ら
吟
味
し
て
み
よ
う
。

二
、
本
文
に
つ
い
て

本
書
の
本
文
の
系
統
に
つ
い
て
み
る
と
、
先
ず
正
安
二
年
の
政
を
有
つ
現
存
最
古
の
侍
本
醍
醐
寺
三
賛
院
蔵
本
と
の
間
に
、
次
の
挙
例
の
如
き

異
文
が
認
め
ら
れ
る
。

1
　
輝
く
面
子
（
4
一
1
）
　
〔
耀
く
面
子
（
醍
3
2
）
〕

2
　
魔
麒
似
朝
風
（
3
7
四
6
）
　
〔
訊
く
似
朝
風
（
醍
一
望
〕

江
天

3
　
留
之
輿
十
娘
（
3
7
一
5
）
　
〔
留
輿
十
娘
（
醍
讐
〕

江
本

4
　
君
握
掌
中
握
（
3
8
一
2
）
　
〔
君
握
掌
中
（
醍
型
〕

江
元

江
元

5
　
留
輿
桂
心
子
等
香
兄
数
人
（
型
一
6
）
　
〔
留
輿
桂
心
香
見
数
人
（
醍
一
望
〕

猶
江

6
　
由
知
怒
別
（
竺
二
6
）
　
〔
猶
知
怨
別
（
醍
讐
〕

詩
江

7
　
因
檜
詠
（
光
二
3
）
　
〔
即
報
詠
（
醍
堅
〕

江
莞

8
　
更
取
滑
州
少
綾
子
一
匹
（
墾
一
6
）
　
〔
更
取
滑
州
小
綾
子
一
匹
（
醍
5
5
5
）
〕

醍
醐
寺
本
は
ま
ま
別
本
を
以
て
校
合
し
、
或
い
は
「
イ
」
と
注
し
、
或
い
は
「
菅
」
と
注
し
て
い
る
こ
と
、
巻
奥
に
江
中
納
言
維
時
が
木
古
嶋



神
主
よ
り
訓
説
を
樽
え
ら
れ
侍
讃
し
た
と
い
う
侍
設
（
藤
原
孝
範
の
「
明
文
抄
」
三
に
も
同
趣
の
俸
承
を
記
す
）
を
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
江
家
の

聾
者
の
加
鮎
賓
料
に
擬
せ
ら
れ
て
い
る
。
本
書
に
「
江
」
と
注
す
る
所
が
、
3
4
5
6
の
諸
例
に
見
る
如
く
、
醍
醐
寺
本
の
本
文
に
＝
叙
す
る
こ

と
は
、
甚
だ
興
味
深
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
訓
法
の
検
討
の
結
果
、
醍
醐
寺
本
は
江
家
訓
法
の
部
分
的
影
響
を
否
定
出
来
ぬ
も
の
の
、
猶
彿
家
に

（4）

よ
る
訓
み
も
交
り
大
江
家
の
訓
法
そ
の
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
さ
れ
る
如
く
、
7
8
の
例
に
於
て
は
江
家
本
の
本
文
と
さ
れ
る
も
の
に
適
わ

な
い
面
も
存
す
る
。

二
万
、
本
書
＝
菅
家
本
と
見
倣
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
醍
醐
寺
本
の
「
菅
」
注
を
手
懸
り
に
検
討
し
て
み
る
と
、
次
の
如

く
で
あ
る
。

返
菅

9
　
太
夫
存
行
逃
（
墾
二
3
）
〔
大
夫
存
行
述
（
醍
5
6
0
）
〕

7

キ

ラ

カ

ナ

ル

ハ

孤
詩
で
あ
る
が
こ
れ
に
よ
っ
て
、
本
書
を
菅
家
本
と
断
定
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
（
椿
、
賞
詞
訓
の
例
と
し
て
「
明
－
月
」
（
醍
舶
）
に
謝
す
る
左
傍

ア
キ
ラ
カ
ナ
ル
ト
キ
と

訓
「
ア
カ
ツ
キ
ノ
菅
」
の
例
が
あ
る
が
、
本
書
の
訓
は
「
明
＝
月
」
（
7
四
3
）
で
あ
る
）
。
菅
家
の
訓
諭
の
影
響
が
強
い
と
さ
れ
る
眞
帽
寺
蔵
文
和
二
年

抄
本
と
本
書
の
本
文
の
異
同
は
、
ま
た
次
の
通
り
で
あ
る
。

雲
イ

1
0
　
鶴
影
排
空
沓
（
3
8
盲
）
〔
鶴
影
排
空
費
（
眞
4
8
ウ
）
〕

11213141

51

棟
イ

新
棟
錦
一
匹
（
3
8
一
6
）
　
〔
新
措
錦
一
匹
（
眞
4
8
ウ
）
〕

抜
イ

遽
抽
金
奴
（
光
二
3
）
　
〔
逐
按
金
奴
（
眞
4
8
ウ
）

犬
馬
何
有
識
（
竺
二
5
）
　
〔
犬
馬
無
識
（
眞
4
9
ウ
）
〕

イ
本

江
本

君
握
掌
中
握
（
3
8
一
3
）
〔
君
掌
中
握
（
眞
4
8
ウ
）
〕

江
莞

江
元

留
輿
桂
心
子
等
春
先
散
人
（
謂
二
6
）
〔
留
輿
桂
心
。
数
人
（
】

子
等
番
兄
一
本

留
輿
桂
心
子
等
春
先
散
人
（
謂
二
6
）
〔
留
輿
桂
心
P
数
人
（
眞
4
9
オ
）
〕

眞
帽
寺
本
は
そ
の
識
語
に
「
中
嶋
大
日
寺
撃
祈
」
に
於
て
害
鳥
し
た
と
明
記
さ
れ
、
畢
吉
宗
寺
院
に
ゆ
か
り
の
書
で
あ
る
点
、
本
書
と
共
通
性

欄
蠣
響
仙
窟
有
注
本
署
影
印
・
翻
刻
詳
説



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
六

が
あ
り
、
菅
家
の
訓
注
本
に
擬
せ
ら
れ
る
点
な
ど
、
本
書
と
密
接
な
関
係
が
橡
想
さ
れ
る
が
、
貢
際
に
は
錬
り
濃
密
な
関
係
を
認
め
る
こ
と
が
出

来
な
い
。
一
健
に
菅
家
本
の
貿
健
（
本
文
及
び
訓
鮎
に
い
か
な
る
特
徴
が
あ
る
か
）
は
、
従
来
の
研
究
に
よ
っ
て
も
依
然
審
ら
か
に
さ
れ
て
は
い
な

（5）
ヽ

1

　

0

，．HV

（

6

）

次
に
本
書
の
精
白
異
文
に
つ
い
て
み
る
な
ら
ば
、
凡
そ
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
林
望
氏
の
「
遊
仙
窟
本
文
校
勘
記
」
を
参
考
に
さ
せ
て
戴
い
た
。
）

61

7

181910212

日
陰
多
盗
則
（
4
二
6
）
　
〔
諸
本
「
姿
」
に
誤
る
〕

念
秋
朝
之
眼
　
（
7
二
1
）
　
〔
諸
本
「
胡
」
　
に
作
る
〕

征
虚
嘗
白
玉
（
7
三
1
）
　
〔
諸
本
「
狂
」
に
作
る
〕

雲
イ

巫
峡
仙
震
（
7
一
2
）
　
〔
諸
本
「
雲
」
に
作
る
〕

眼
見
若
篇
憐
（
7
二
1
）
　
〔
醍
、
寅
、
宮
本
「
怜
」
に
作
る
（
醍
本
「
憐
イ
の
校
注
あ
り
）
〕

末
書
造
く
　
（
3
8
四
5
）
　
〔
醍
、
虞
、
官
本
「
不
」
に
作
る
〕

右
の
例
の
中
、
1
7
1
8
は
書
寓
の
際
の
魯
魚
烏
焉
馬
と
考
え
ら
れ
る
が
、
1
9
2
0
2
1
の
例
は
書
寓
以
前
の
親
木
の
段
階
で
生
じ
て
い
た
異
文
と
推
考
さ

れ
る
。
例
1
9
で
は
「
洛
川
廻
雪
」
と
の
封
偶
関
係
、
注
文
の
「
此
心
洛
川
廻
雪
巫
峡
仙
雲
云
々
」
か
ら
見
て
誤
寓
で
あ
る
こ
と
瞭
然
で
あ
る
が
、

本
書
は
親
本
の
億
に
寓
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
例
2
0
2
1
は
陽
明
文
庫
本
や
有
注
本
系
諸
本
と
の
共
通
異
文
で
、
無
注
本
系
の
古
抄
本
と
相
封
立

す
る
本
文
で
あ
り
、
恐
ら
く
我
国
の
古
妙
本
間
に
於
て
、
相
富
古
い
時
代
に
生
じ
た
封
立
本
文
で
あ
ろ
う
か
と
推
量
さ
れ
る
。
以
上
要
す
る
に
本

書
の
本
文
は
や
ゝ
菅
家
本
に
線
を
有
す
る
か
と
も
疑
わ
れ
る
が
、
昔
時
勢
力
の
あ
っ
た
陽
明
文
庫
本
の
系
統
に
繋
が
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
性

格
は
不
明
と
言
う
地
は
な
い
。

三
、
訓
鮎
に
つ
い
て

本
書
の
訓
法
に
関
し
て
先
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
古
訓
の
残
存
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
即
ち
和
名
抄
の
「
師
諜
」
に
本
書
の
和
訓
に
一
致
す
る
も



の
が
存
す
る
鮎
で
あ
る
。

ノ

カ

ホ

ツ

キ

a
　
面
日
子
（
4
一
1
〓
顔
面
　
四
聾
字
苑
云
監
禁
訓
眉
目
閲
也
遊
仙
窟
云
面
子
詔
勅
碩
講
（
眞
帽
寺
本
2
2
オ
）
〕

ノ

コ

シ

ハ

セ

ハ

b
　
撃
去
）
〓
支
〈
去
二
4
一
4
）
〔
育
　
説
文
云
曹
鰐
鵠
離
身
中
也
遊
仙
窟
云
細
細
腰
支
謎
誓
道
圃
本
3
ノ
9
オ
）
〕

テ

ホ

ソ

ヤ

カ

ナ

ル

ク

ナ

ス

ヘ

ヲ

C
　
牌
繊
　
苧
　
（
4
三
2
）
〔
手
子
　
遊
仙
窟
云
手
子
細
増
駄
（
道
圃
本
3
ノ
1
2
ウ
）
〕

師
詮
に
関
連
し
て
、
本
書
に
は
ま
た
所
謂
聾
鮎
附
和
訓
の
例
も
ま
ま
見
受
け
ら
れ
る
。

d
　
渠
誓
ト
（
中
上
上
二
4
三
4
）

e
　
多
目
事
イ
ナ
ハ
ナ
、
ル
（
卒
上
平
圭
）
（
7
四
4
）
〔
観
智
院
本
名
義
抄
「
多
事
イ
ナ
ハ
ナ
」
（
彿
上
八
〇
）
〕

f
　
昭
㌢
主
上
）
（
訂
二
て
こ
〔
同
「
魔
イ
（
上
）
」
（
併
中
一
二
五
）
〕

′
′

＼

g
　
未
－
審
畏
㌶
確
翠
上
〉
（
3
8
四
5
）
〔
同
「
不
審
イ
フ
カ
シ
（
中
卒
。
。
）
」
（
法
下
四
八
）
〕

右
の
例
中
、
d
を
除
い
て
観
智
院
本
名
義
抄
に
封
應
す
る
和
訓
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
遊
仙
窟
の
古
訓
と
し
て
固
定
的
に
侍
承
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
で
は
そ
の
師
説
と
は
特
定
の
誰
を
指
す
で
あ
ろ
う
か
、
こ
の
鮎
に
関
し
て
遺
憾
な
が
ら
手
懸
り
に
乏
し
い
。

案
ず
る
に
、
本
書
の
古
訓
と
思
わ
れ
る
も
の
の
中
に
、

マ

ナ

ナ

ル

コ

ト

ヲ

　

ヘ

ル

　

　

ウ

キ

　

ク

サ

ト

美
作
　
浮
・
洋
－
草
（
墾
二
4
）

ル

ル

　

　

　

　

ヘ

ル

。

ト

†
ナ

が
あ
り
、
こ
の
「
臭
」
は
自
民
文
集
巻
四
天
永
四
年
鮎
に
、

レ
　
す
る
こ
と

君
莫
愛
　
　
（
讐

マ
ナ

＼レ

　

こ

と

　

　

の

莫
比
平
常
槍
輿
軋
（
空

マ

ナ

　

　

　

　

ヵ

の
如
き
用
例
が
あ
り
、
墨
訓
（
菅
家
の
訓
）
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
す
と
、
或
い
は
本
書
の
古
訓
を
菅
家
固
有
の
も
の
と
擬
す
る
こ
と
も
許

欄
蠣
晋
仙
窟
有
注
本
残
寒
影
印
・
翻
刻
詳
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
七
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時
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さ
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
同
様
の
例
は
、

カ

タ

　

　

マ

ユ

タ

モ

　

　

キ

モ

ノ

を

タ

エ

一
－
眉
　
猶
匡
　
耐
一
（
4
四
6
）

ン

の
讃
添
語
「
ダ
モ
」
の
場
合
も
、

に
ウ
ル
こ
と
ク
モ
マ
・
・
、
ヱ
ク
テ
マ
ツ
ル
C
と
を
　
を

君
王
得
レ
　
見
　
　
　
　
レ
面
（
1
4
9
）

ス

ハ

　

イ

ナ

ヒ

の
例
が
あ
り
、
菅
家
訓
固
有
の
讃
添
語
と
考
え
得
る
。
因
に
、
醍
醐
寺
本
に
於
け
る
馨
鮎
附
和
訓
（
維
時
あ
た
り
の
師
誼
か
）
「
不
旨
　
雲
上
濁
）
」

（
醍
空
は
、
本
書
に
あ
っ
て
は
「
右
目
酎
モ
ノ
つ
ハ
」
（
4
三
4
）
と
な
っ
て
お
り
、
他
の
箇
所
で
も
相
互
に
一
致
す
る
も
の
は
存
し
な
い
。

イ

ナ

ヒ

ハ

ツ

ル

モ

ノ

ナ

ラ

ハ

上
述
の
如
く
本
書
に
残
存
す
る
古
訓
は
や
や
菅
家
訓
に
由
縁
の
あ
る
も
の
か
と
疑
わ
れ
る
が
、
菅
家
訓
に
擦
っ
た
と
さ
れ
る
定
家
「
奥
入
」
祈

（7）

引
の
遊
仙
窟
の
一
節
を
、
本
書
の
訓
と
比
較
封
照
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

。
勘
当
シ
至
軋
テ
墾
舅
エ
．
ヲ
噺
日
に
禦
フ
ス
栂
輿
乱
撃
l
モ
滑
墾
聖
ン
三
言
眼
l
。
自
勘
気
堅
ナ
ラ
ム
（
大
橋
寛
治
氏
蔵
本
羊
七
丁
オ
）

－

　

　

を

　

　

　

　

　

　

　

　

を

　

に

　

　

　

　

の

　

む

と

　

　

　

　

　

　

　

　

カ

0
鋸
墨
空
シ
テ
鮎
禦
ナ
ル
聖
を
軋
里
聖
フ
ス
小
＝
絃
　
耳
l
。
臥
毛
猶
鮎
ノ
聖
モ
ノ
臥
鮎
は
鷺
リ
鑑
ハ
レ
つ
ム
（
4
三
2
）

ツ

ミ

ナ

ラ

ス

ホ

ソ

キ

コ

ト

ノ

ヲ

、

　

　

　

　

　

　

　

　

イ

キ

　

　

ク

エ

ヌ

ヘ

シ

／

右
に
よ
れ
ば
、
菅
家
訓
で
「
繊
ホ
ソ
キ
」
と
訓
む
所
、
本
書
は
「
ホ
ソ
ヤ
カ
ナ
ル
」
と
訓
む
（
醍
醐
寺
本
、
眞
幅
寺
本
、
陽
明
文
庫
本
も
同
訓
）
。
「
椎

タ
エ
ナ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ヲ
」
は
、
本
書
で
は
二
訓
が
あ
り
、
右
傍
訓
は
一
致
す
る
が
、
左
傍
訓
は
華
燭
寺
本
に
同
訓
が
あ
る
。
因
に
醍
醐
寺
本
「
タ
へ
ヌ

ヘ
キ
モ
ノ
ヲ
」
、
陽
明
文
庫
本
「
タ
エ
ナ
む
と
す
る
モ
ノ
を
」
で
あ
る
。
同
じ
く
「
弄
カ
キ
ナ
ラ
ス
」
も
二
訓
が
あ
り
、
菅
家
訓
に
一
致
す
る
の
は
合

鮎
附
訓
で
、
左
傍
訓
は
陽
明
文
庫
本
に
「
ツ
マ
ナ
ラ
す
」
が
見
え
る
。
か
よ
う
に
部
分
的
に
一
致
す
る
も
の
も
認
め
ら
れ
る
が
、
純
粋
な
菅
家
訓

と
は
到
底
断
ぜ
ら
れ
な
い
。
蓋
し
、
本
書
の
訓
鮎
は
諸
家
の
訓
法
を
混
清
し
た
も
の
で
、
恐
ら
く
菅
家
本
を
基
に
他
家
の
訓
法
を
重
居
さ
せ
て
出

来
上
っ
た
も
の
（
こ
れ
を
親
本
と
し
て
韓
渇
し
た
）
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。
二
訓
以
上
を
併
記
す
る
の
は
、
そ
の
招
拾
の
結
果
で
あ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
る
。
次
に
具
健
的
に
本
書
の
訓
の
出
所
を
乱
し
て
例
示
し
よ
う
。

0
　
醍
醐
寺
本
に
一
致
す
る
訓



ナ
1
′
＼
ト
シ
テ

ヲ
ヤ
カ
ニ
シ
テ

（

4

一

4

）

＝
一
キ
ラ
く
シ
キ

口
只

（

4

二

6

）

ア
ラ
マ
シ
モ
ノ
ヲ

ナ
ヲ
ア
ラ
マ
シ
モ
ノ
ヲ

ツ
ネ
ナ
ラ
マ
シ
モ
ノ
ヲ

（

7

四

6

）

⇔
　
泉
福
寺
本
に
一
致
す
る
訓

輝
＝
ミ
最
剖
ト
テ
レ
ル
（
4
丁
）

イ
ナ
ヒ
ハ
ツ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ハ

不
L
R
拍
・
満

ル
、
モ
ノ
ナ
ラ
バ

（
4
三
4
）

臼
　
醍
醐
寺
本
こ
些
帽
寺
本
・
陽
明
文
庫
本
に
一
致
し
な
い
掲
自
訓

輿
平
潟
）
日
報
㌢
二
4
一
2
）

シ
ナ
ヤ
カ
一
一
シ
テ

牛
＝
面
根
か
再
銅
精
ル
ヲ
（
4
四
3
）

片
1
子
イ
サ
、
カ
バ
カ
リ
ナ
ル
（
型
一
1
）

末
日
審
狙
縄
笥
（
3
8
四
5
）

シ

ン

セ

ン

ト

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

一

一

ハ

「
荏
再
」
の
訓
は
諸
本
「
へ
、
ヤ
カ
」
系
で
あ
る
が
（
「
塵
袋
」
第
十
詞
字
に
も
「
荏
再
カ
キ
テ
へ
、
ヤ
カ
ト
ヨ
ム
遊
仙
窟
注
軽
軟
也
ト
帝
セ
リ
云
々
」
と

あ
る
こ
と
も
周
知
の
所
）
、
観
智
院
本
名
義
抄
に
「
シ
、
ヤ
カ
ン
シ
テ
中
卒
薗
薗
上
0
0
0
」
（
借
上
三
四
）
が
あ
る
。
出
典
注
記
は
無
い
が
遊
仙
窟
の
訓
で

あ
ろ
う
。
同
様
に
「
牛
面
」
の
場
合
も
諸
本
「
ハ
タ
カ
ク
ル
」
系
で
あ
る
が
、
名
義
抄
に
は
雨
訓
「
ハ
タ
カ
ク
ル
圭
上
上
平
」
及
び
「
サ
シ
ノ
ソ

ク
上
上
圭
濁
卒
」
（
法
上
一
〇
二
）
が
登
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
遊
仙
窟
の
訓
を
採
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。

以
上
の
如
く
、
本
書
の
和
訓
は
綜
合
的
に
諸
家
の
訓
を
引
き
、
中
に
醍
醐
寺
本
以
下
に
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
訓
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
判
っ

た
。
そ
れ
ら
本
書
の
掲
自
訓
は
、
移
寓
を
重
ね
る
う
ち
に
生
じ
た
と
も
考
え
得
る
が
、
寧
ろ
平
安
時
代
か
ら
の
由
緒
あ
る
古
訓
を
受
け
纏
い
で
い

親

蠣

晋

仙

窟

有

撞

木

残

巻

影

印

・

翻

刻

詳

説

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二

〇

九
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る
と
思
量
せ
ら
れ
る
。
残
念
な
が
ら
本
書
の
混
清
し
た
訓
鮎
か
ら
特
定
の
博
士
家
の
家
訓
を
梓
別
し
て
抽
出
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
訓
の
新

膏
を
判
別
す
る
こ
と
も
容
易
で
は
な
い
。
但
し
、
本
書
に
認
め
ら
れ
る
合
鮎
附
訓
が
特
定
の
性
格
を
帯
び
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
、

を
行
っ
て
お
き
た
い
。

本
書
で
は
南
訓
を
記
し
、
そ
の
一
方
に
合
鮎
の
附
さ
れ
て
い
る
例
が
あ
る
。

＼

1
　
畏
”
㌢
（
4
一
2
）

2
　
死
け
豊
㌣
（
4
二
2
）

／＼

3
　
弄
謂
”
崇
（
4
三
3
）

4
　
更
岩
一
笥
マ
ニ
（
4
三
4
）

－

1

一

＼

5
　
天
日
事
㌶
鑑
。
ト
（
4
四
2
）

一
應
の
槍
謹

6
　
遇
誓
当
（
7
三
4
）

／

7
　
帳
㌍
㌢
（
7
四
4
）

′
′

右
の
例
か
ら
、
こ
の
合
鮎
附
訓
に
は
二
つ
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
先
ず
雨
訓
の
中
、
諸
本
に
同
訓
が
存
し
て
、
そ
の
訓
が
普
代
の
一
般
的
な

訓
み
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
施
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
　
（
1
2
3
4
の
例
）
。
例
え
ば
2
の
右
傍
訓
に
一
致
す
る
も
の
は
存
し
な
い
が
、

左
傍
訓
は
醍
醐
寺
本
以
下
執
れ
も
「
ハ
チ
シ
ナ
マ
シ
」
と
あ
っ
て
一
致
す
る
。
そ
の
二
は
南
訓
の
中
、
一
方
が
誤
讃
で
あ
る
場
合
、
正
訓
に
合
鮎

が
附
さ
れ
て
い
る
（
5
6
7
の
例
）
。
例
え
ば
7
の
右
傍
訓
は
眞
福
寺
本
に
も
「
ウ
ラ
ミ
」
と
あ
る
が
、
「
春
風
時
く
動
帳
」
の
文
脈
で
は
、
明
ら
か

な
謀
議
で
あ
る
。
恐
ら
く
帳
1
恨
1
ウ
ラ
、
、
、
の
過
程
を
辿
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
如
く
、
合
鮎
附
訓
は
綜
合
的
に
取
合
わ
せ
ら
れ
た
訓
の
中
か
ら
賓
際
の
講
詞
に
於
て
選
拝
さ
れ
た
訓
に
附
さ
れ
た
も
の
で
、
特
定
の
家

訓
を
示
す
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。



本
書
の
訓
鮎
は
、
盛
ん
な
訓
辞
讃
詞
の
行
な
わ
れ
た
前
代
の
遊
仙
窟
享
受
の
姿
を
能
く
保
存
し
、
従
来
諸
家
の
訓
諭
の
混
成
と
し
て
謎
の
多
い

遊
仙
窟
の
訓
鮎
を
考
え
る
上
で
、
甚
だ
貴
重
す
べ
き
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
注
文
に
つ
い
て

本
書
の
注
文
と
江
戸
前
期
無
刊
記
本
注
文
を
照
合
す
る
に
、
軍
に
謀
刻
を
訂
し
得
る
に
留
ま
ら
ず
、
顕
著
な
相
異
が
三
箇
所
に
亙
っ
て
認
め
ら

れ
る
。
刊
本
六
十
丁
裏
八
行
「
池
遁
掲
舞
鸞
」
の
注
文
所
引
の
「
萬
泰
鸞
鳥
詩
鍍
」
の
末
行
「
三
年
不
鳴
」
の
下
に
、
猶
次
の
鮒
字
が
存
す
る
。

夫
人
日
間
鳥
其
類
而
後
場
所
懸
映
之
王
従
言
鸞
親
影
悲
鳴
哀
響
中
背
天
奪
而
絶
之
（
訂
三
5
）

同
文
が
重
文
類
朱
雀
九
十
島
部
「
鸞
」
所
引
の
「
宋
蒋
泰
鸞
烏
詩
序
」
に
見
え
る
の
で
、
街
文
で
は
な
く
本
書
の
如
き
が
原
貌
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

六
一
丁
表
七
行
「
同
心
侍
華
開
」
の
注
文
末
尾
が
、
刊
本
「
牡
鹿
抒
詠
扇
詩
兄
上
」
に
作
る
祈
、
「
詩
」
字
下
に
次
の
廿
八
字
が
存
す
る
。

新
裂
勇
紬
素
鮮
潔
如
霜
雪
裁
薦
歓
扇
ミ
似
明
月
出
入
壊
袖
裏
動
揺
微
風
杏
（
3
7
四
6
）

こ
の
場
合
、
上
文
「
合
歓
遊
壁
水
」
の
注
に
既
に
「
斑
捷
好
詠
扇
詩
」
を
引
讃
す
る
の
で
、
刊
本
は
重
出
を
避
け
「
兄
上
」
と
し
て
注
文
を
胱
節

し
て
了
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
様
に
既
述
の
如
く
、
六
一
丁
裏
「
鸞
姿
侵
霧
起
」
の
下
に
本
書
で
は
「
梁
何
遜
擬
班
娃
抒
詩
」
以
下
「
向
梱
霧
」

に
至
る
廿
九
字
が
挿
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
下
文
「
鶴
影
排
空
費
」
の
注
に
、
同
じ
く
「
何
遜
公
擬
斑
娃
好
詩
」
が
引
か
れ
る
の
で
、
上
例
の
如

く
刊
本
に
あ
っ
て
は
酬
節
さ
れ
た
も
の
と
党
し
い
。

こ
の
他
、
刊
本
の
誤
脱
行
文
を
正
す
例
は
枚
挙
に
達
な
い
。
例
え
ば
十
一
丁
表
初
行
「
芙
蓉
生
湖
底
」
の
注
文
「
芙
蓉
子
日
蓮
子
生
潤
底
」
の

子
字
下
に
、
本
書
で
は
「
言
蓮
子
」
の
三
字
が
あ
る
。
ま
た
五
九
丁
裏
三
行
目
「
十
娘
報
以
隻
履
」
の
「
夫
蒙
注
」
に
「
古
人
乗
発
履
及
魚
履
菓

賭
令
王
秀
之
輩
是
」
に
作
る
所
、
本
書
で
は
「
古
人
乗
兜
履
乃
鷲
後
葉
麻
令
王
喬
之
輩
是
也
」
と
あ
る
。
恐
ら
く
は
も
と
「
乗
兜
履
及
燕
履
」
と

あ
っ
た
も
の
か
と
推
定
さ
れ
る
。

さ
て
、
遊
仙
窟
の
古
注
が
古
く
よ
り
流
布
し
た
こ
と
は
、
亮
阿
閣
梨
衆
意
の
「
香
要
抄
」
に
、

瑚
蠣
晋
仙
窟
有
注
本
残
巻
影
印
・
翻
刻
㍑
解
詮



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

遊
仙
窟
日
東
王
父
之
仙
桂
　
注
日
代
稀
東
王
公
是
西
王
母
夫
主
常
食
水
玉
得
仙
後
翠
月
中
桂
也
（
石
山
寺
本
一
〇
八
頁
）

（00）

と
あ
る
に
擦
っ
て
知
ら
れ
る
（
乗
意
は
延
久
四
年
生
れ
、
保
元
三
年
昔
時
末
だ
存
命
で
あ
っ
た
）
。
遊
仙
窟
の
豊
富
な
和
訓
が
、
侍
統
的
に
重
要
視
さ
れ
、

そ
の
注
も
諸
書
の
訓
辞
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
二
三
の
例
を
挙
げ
れ
ば
、
信
救
「
和
漢
朗
詠
集
私
註
」
に

贋
歯
橋
名
在
遊
仙
窟
注
也
（
懐
菌
「
蘇
州
肪
故
」
句
注
）

と
あ
る
。
刊
本
廿
一
丁
裏
四
行
目
「
参
差
於
鷹
歯
」
の
注
文
に
は
こ
の
句
が
見
え
な
い
。
発
明
「
三
教
指
辟
注
」
巻
六
「
所
以
慈
悲
聖
帝
示
終
之

日
丁
寧
云
々
」
の
敦
光
注
に
、

カ

　

　

　

　

　

一

　

　

　

　

ヲ

　

　

　

　

　

ニ

シ

テ

メ

テ

ツ

カ

ヒ

ヲ

セ

　

ス

　

　

　

　

ヲ

　

　

　

　

ス

光
－
張
文
成
遊
仙
窟
日
大
頻
作
話
二
町
－
撃
注
目
心
中
忠
勤
　
撃
信
　
連
一
博
二
町
⊥
嘩
之
詞
－
町
嵐
委
義
便
大
壷
（
慶
應
義
塾
大
挙
蔵
本
第
六

冊
1
9
裏
）

刊
本
（
十
二
丁
表
）
で
は
「
詞
町
噂
」
の
三
字
を
脱
し
て
い
る
。
ま
た
園
舎
固
書
館
蔵
建
長
二
年
寓
「
文
集
抄
」
の
「
答
四
陪
廟
詩
」
（
出
虞
雨
遠

道
の
句
）
　
の
欄
眉
注
に
、

（

文

）

　

（

戚

）

　

　

ト

ナ

カ

ウ

シ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ス

カ

タ

ト

ナ

ヒ

ヤ

カ

一

；

　

　

　

　

タ

ク

ビ

選
登
棲
云
路
遠
道
而
精
通
　
遊
仙
窟
云
玉
堤
－
1
　
人
閲
少
匹
注
云
行
歩
紆
援
也
（
5
2
オ
）

井
云
移

と
い
う
書
人
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
執
れ
も
富
時
遊
仙
窟
並
び
に
そ
の
古
注
が
盛
行
し
た
こ
と
の
謹
左
で
あ
ろ
う
。
古
注
に
関
し
て
は
、
夙
に
知
ら

れ
る
如
く
醍
醐
寺
本
の
欄
外
注
記
も
、
こ
の
古
注
の
抄
記
で
あ
る
。
本
書
に
関
る
も
の
を
煩
を
厭
わ
ず
次
に
示
し
、
こ
れ
に
封
應
す
る
本
書
の
注

文
を
掲
げ
て
お
く
。

イ
　
韓
妖
華
好
唱
歌
也
宋
玉
口
正
有
容
（
醍
竺
〔
韓
妖
美
好
唱
歌
也
宋
玉
端
正
有
容
儀
（
4
一
5
）
〕

ロ
　
穀
嗅
其
穀
精
邪
面
嗅
也
瞥
婦
人
雨
口
達
兼
寛
嗅
則
有
之
也
（
醍
望
〔
鼓
吹
者
穀
精
神
而
嗅
也
瞥
婦
人
南
口
遠
衆
穴
吹
則
有
之
也
（
4
四
4
）

ハ
　
蓮
子
生
潤
底
憐
思
案
深
也
木
栖
樹
上
生
相
恩
子
言
樹
生
既
在
山
頭
智
連
（
醍
6
6
6
7
）
〔
芙
蓉
子
日
蓮
子
言
蓮
子
生
湖
底
憐
恩
賞
深
木
栖
樹
上

生
相
恩
子
心
樹
生
既
在
山
頭
其
子
相
思
必
知
日
遠
（
7
三
6
）
〕

シ
、

ロ
の
「
南
口
遠
来
寛
」
は
刊
本
「
完
」
に
謀
つ
が
、
本
書
の
「
穴
」
が
是
で
あ
る
。
ハ
の
「
在
山
頭
智
遠
」
は
「
知
日
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。



（9）

奉
職
寺
本
に
於
け
る
書
入
れ
が
古
注
を
参
照
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
所
で
あ
る
が
、
本
書
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
「
従
渠

－

舌

也

痛
不
肯
」
（
眞
4
オ
）
は
、
本
書
注
文
に
も
見
え
な
い
。
「
従
ヨ
シ
ャ
」
に
引
か
れ
た
後
人
の
妄
説
で
あ
ろ
う
。

次
に
注
文
に
関
し
て
注
目
す
べ
き
特
色
は
、
注
文
に
訓
鮎
が
施
さ
れ
て
い
る
鮎
で
、
本
文
ほ
ど
に
は
密
で
な
い
が
、
従
来
注
文
に
迄
訓
鮎
の
及

ん
だ
古
抄
本
（
江
戸
前
期
刊
本
に
初
め
て
鮎
が
み
ら
れ
る
。
但
し
一
部
は
無
訓
）
が
知
ら
れ
な
か
っ
た
だ
け
に
甚
だ
珍
重
す
可
き
か
と
思
わ
れ
る
。
嘗

て
平
井
秀
文
民
は
肥
前
松
平
文
庫
蔵
本
に
つ
い
て
、
有
注
本
の
隻
注
の
部
分
に
訓
鮎
が
な
い
の
は
そ
れ
が
「
遊
仙
窟
訓
讃
侍
受
と
は
関
係
の
な
い

（10）

と
こ
ろ
」
で
あ
る
故
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
が
、
本
書
の
出
現
の
結
果
修
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
意
見
で
あ
る
。
例
え
ば
本
書
四
丁
三
四
行
目

「
人
更
別
求
天
」
の
注
文
に
は
、
次
の
如
く
訓
讃
さ
れ
て
い
る
。

ソ

　

　

　

ラ

ム

ア

タ

シ

ト

コ

ロ

エ

シ

テ

．

　

　

　

　

ワ

レ

　

　

　

l

こ

　

て

ア

タ

を

　

ノ

　

ラ

ム

心
由
我
何
必
由
天
－
弥
　
乃
言
人
目
別
求
天
．
何
益
也

殊
に
傍
線
部
の
訓
は
、
正
文
の
「
天
詣
㌣
コ
ロ
ニ
」
の
訓
と
密
接
に
関
わ
る
も
の
で
、
本
文
の
講
詞
の
際
、
注
文
も
訓
讃
停
愛
さ
れ
た
こ
と
を
明

瞭
に
語
っ
て
い
る
。
更
に
本
文
の
訓
議
が
注
文
の
講
話
と
併
行
し
て
行
わ
れ
て
い
る
許
嫁
は
、

ミ

　

　

’

ノ

ム

　

こ

と

を

　

カ

タ

チ

ノ

キ

テ

く

シ

キ

自
隈
　
多
　
盗
1
－
則
　
　
　
（
4
二
6
）

ウ
ツ
ク
シ
ケ
ナ
ル

と
本
書
は
訓
じ
て
い
る
所
、
諸
本
「
盗
」
を
「
姿
」
に
作
り
、
例
え
ば
醍
醐
寺
本
で
は
、

ヲ

ノ

レ

ハ

ス

カ

タ

ノ

ソ

タ

ト

ゥ

ツ

〃

′

シ

ケ

ナ

ル

ス

ク

レ

タ

ル

　

　

　

　

　

　

ハ

タ

カ

タ

シ

テ

自
　
姿
　
則
　
　
　
多
　
こ
と
を
隠
　
　
（
醍
3
7
）

を

　

　

と

キ

ラ

キ

ヲ

シ

ヰ

　

　

　

キ

シ

と
訓
讃
し
て
い
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
「
盗
則
」
が
是
で
あ
ろ
う
。
本
書
は
「
盗
矯
也
則
態
ウ
ツ
タ
シ
ケ
ナ
ル
ワ
サ
也
」
の
注
文
に
よ
っ
て
「
盗
則
」
と
理

解
し
て
、
姿
字
に
靴
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
無
注
本
に
は
こ
の
よ
う
な
注
文
の
制
御
が
な
い
の
で
姿
字
へ
の
謀
寓
が
生
じ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
ま
た
注
文
の
訓
鮎
も
然
る
可
き
由
緒
の
あ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
例
え
ば
、

（
匡
）
　
　
　
．
一
ト
ツ
マ
シ

。
口
耐
心
中
不
1
卒
也
（
4
四
6
）

に
擦
っ
て
で
あ
る
。
観
智
院
本
名
義
抄
を
槍
す
る
に
、

欄
蠣
警
仙
窟
有
注
本
残
巻
影
印
・
翻
刻
爵
詭



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

「
不
平
鴇
は
ル
ヶ
ナ
リ
」
（
彿
上
八
三
）
が
あ
れ
ば
、
ナ
ツ
マ
シ
ー
ト
ツ
マ
シ
の
誤
寓
が
考
え
ら
れ
る
。

は

ル

ト

、

ノ

ハ

ラ

。
参
差
不
斉
一
員
也
（
4
一
4
）

こ

と

　

　

イ

カ

ハ

カ

リ

ト

云

「

ヲ

。
憐
－
念
之
甚
未
知
可
　
許
　
也
（
7
四
3
）

な
ど
も
同
様
の
例
で
あ
ろ
う
。

ま
た
注
文
の
中
に
も
、

コ
ー
ノ

。
善
夫
”
い
（
7
二
4
）

′
ノ

ナ

カ

り

′

。
皆
億
引
り
㌢
（
7
四
1
）

－

－

－

－

の
如
く
、
合
鮎
附
の
訓
が
あ
る
こ
と
も
、
講
詞
と
関
わ
っ
て
注
目
さ
れ
よ
う
。

二
一
四

以
上
、
本
書
は
零
々
た
る
断
簡
な
が
ら
、
色
々
問
題
の
多
い
古
注
の
研
究
に
資
す
る
と
こ
ろ
大
な
る
も
の
が
あ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
略
述
し

た
。本

書
も
書
寓
を
重
ね
た
た
め
謀
寓
の
宿
命
を
免
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
の
暇
理
に
つ
い
て
も
鳴
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
既
に
輿
え
ら
れ
た
紙
幅

は
轟
き
て
い
る
。
誤
講
に
関
す
る
興
味
あ
る
問
題
や
、
音
韻
・
語
法
等
に
つ
い
て
も
富
然
言
及
す
べ
き
で
あ
る
が
全
て
省
略
に
従
う
。

最
後
に
本
書
の
披
閲
、
影
印
翻
刻
を
允
許
下
さ
れ
た
金
剛
寺
富
局
、
な
ら
び
に
様
々
に
啓
沃
を
蒙
っ
た
小
林
芳
規
先
生
は
じ
め
鎌
倉
時
代
語
研

究
会
の
各
位
に
、
深
甚
の
謝
意
を
捧
げ
る
も
の
で
あ
る
。

注（1）
（2）

（3）
（4）

林
望
「
遊
仙
窟
の
諸
本
に
つ
き
て
」
（
『
乗
積
国
文
学
』
第
十
三
号
）

訓
鮎
に
つ
い
て
は
、
平
井
秀
文
「
慶
応
義
塾
双
注
本
道
仙
窟
・
訳
文
稿
」
（
『
福
岡
学
芸
大
学
紀
要
第
一
部
文
科
系
統
』
第
十
号
）
が
あ
る
。

実
機
女
子
大
草
本
は
未
だ
眼
福
を
得
な
い
。
今
、
注
（
2
）
林
氏
論
文
に
記
す
る
所
に
従
っ
て
記
述
し
た
。

小
林
芳
規
『
榊
碩
謂
硝
漢
籍
訓
講
の
回
語
史
的
研
究
』
第
五
章
博
士
家
各
家
の
訓
諸
法
の
特
徴
第
二
節
大
江
家
の
訓
法
の
特
徴
五
疑
似
大
江
家
資
料
の
槍



（5）（6）（7）（8）

（9）（10）

討
の
項
参
照
。

吉
田
金
彦
「
和
訓
か
ら
み
た
遊
仙
窟
の
諸
本
」
（
『
空
相
国
文
』
第
2
5
巻
7
号
）
及
び
平
井
秀
文
『
遊
仙
窟
「
菅
家
本
」
芝
（
『
語
文
研
究
』
第
十
号
）
参

照
。林

望
「
遊
仙
窟
本
文
校
勘
記
」
（
『
東
桟
学
園
女
子
短
期
大
学
紀
要
創
立
二
十
五
周
年
記
念
号
』
所
収
）

注
（
4
）
同
書
第
六
章
漢
籍
訓
讃
語
の
周
連
第
一
節
諸
書
に
引
用
さ
れ
た
漢
籍
の
訓
讃
語
の
系
統
Ⅱ
源
氏
奥
人
の
訓
の
系
統
を
参
照
。

森
鹿
三
「
亮
阿
閣
梨
衆
意
の
『
香
要
抄
』
に
つ
い
て
」
（
『
塚
本
博
士
頒
毒
記
念
沸
教
史
畢
論
叢
』
所
収
）

神
田
董
二
郎
『
畢
帽
寺
本
遊
仙
窟
解
説
』
（
貴
重
古
典
籍
刊
行
骨
叢
書
第
一
期
）

平
井
秀
文
「
松
平
文
庫
本
『
遊
仙
窟
』
の
訓
点
」
（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
廿
五
輯
）

雄
蠣
驚
仙
窟
有
注
本
残
巻
影
印
・
翻
刻
晋
説




